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（注１）に示した理由により予算額に比して決算額が134百万円多額となっております。

（注３）に示した理由により予算額に比して決算額が296百万円多額となっております。

（注７）に示した理由により予算額に比して832百万円決算額が多額となっております。

長期借入金償還金については、(注２）に示した理由等により、予算額に比して決算額が14,943百万円多
額となっております。

(注15）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受託研究及び寄附金の受入れ増等による増収や（注
６）に示した理由、版権及び特許権に係る収入を雑収入に計上したことによる減などにより、予算額に比
して決算額が1,049百万円多額となっております。

一般管理費については、経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が772百万円少額となっており
ます。

(注８）

(注10） 教育研究経費については、経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が901百万円少額となってお
ります。

(注11） 診療経費については、手術件数の増等による診療費用増により予算額に比して決算額が1,208百万円多額
となっております。

雑収入については、版権及び特許権に係る収入を予算段階では「産学連携等研究収入及び寄附金収入等」
に517百万円を計上しましたが、決算では雑収入に200百万円を計上したことや機器等使用料などの増収に
より、予算額に比して決算額が264百万円多額となっております。

(注７）

(注６）

(注12）

(注13）

(注16）

(注14）

(注９） 承継剰余金については、予算の段階では予定していなかった国からの承継剰余金を使用したことにより、
予算額に比して決算額が2百万円多額となっております。

長期借入金収入については、入札結果に基づく契約確定額の減により、予算額に比して決算額が15百万円
少額となっております。




